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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ログジャム原理及び粘着ゲル（ラテックス）詰
まり原理の組み合わせを利用し、生体材料を用いた、環
境に優しく、非毒性のシーラント剤及びその製造方法を
提供する。
【解決手段】バルブスルータイプのタイヤパンクをシー
ルするためのシーリング剤組成物には、溶解性及び非溶
解性の天然材料、不凍剤及び他の固体粒子が含まれる。
調製において、０．１－１０重量％の溶解性天然材料及
び０．１－１０重量％の粘着性付与剤を不凍剤と混合し
、０．０１－５重量％の天然材料の固体粒子及び他の粒
子が分散される。水及び不凍剤の含有量はそれぞれ２０
－４０重量％、２０－７０重量％である。着色剤及び保
存剤などの微量の添加剤が含まれ得る。前記シーリング
剤は６．３５ｍｍ以下のスパイクによるパンクを長時間
、即ち３０時間を超えてシールすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイヤパンクをシーリングするためのシーリング剤組成物であり、液体キャリア、粘性
剤及び分散剤、変形可能及び固体形でのフィラー及び添加剤を含む、シーリング剤組成物
。
【請求項２】
　請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、３０－
９５重量％の液体キャリア、０．１－５重量％の粘性剤及び分散剤、０．１－５重量％の
フィラー及び０．１－５重量％の添加剤を含む、シーリング剤組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記添
加物が腐食防止剤及び保存剤を含み、前記液体キャリアが水及び不凍剤を含み、前記粘性
剤及び分散剤が粘着性付与剤及び／又は変性可能及び固体形のフィラーを含み、かつ耐腐
食防止剤を含む。
【請求項４】
　請求項１に記載にタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
ーリング剤組成物がバルブスルー又はバルブオープンタイプである、シーリング剤組成物
。
【請求項５】
請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、シーリン
グ剤組成物が、水、プロピレングリコール、グリセリン、アルギン酸ナトリウム、ゲル粒
子及び固体粒子を含む、シーリング剤組成物。
【請求項６】
　請求項５に記載にタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記ゲ
ル粒子が再沈殿キトサン粒子及びアルギン酸塩であり、前記固体粒子が１μｍから５００
μｍの適切な粒子サイズを持つ、シーリング剤組成物。
【請求項７】
　請求項６記載にタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シー
リング剤組成物がさらに、固体カオリナイト粒子、固体粒子及び固体コロイドシリカ粒子
を含む、シーリング剤組成物。
【請求項８】
　請求項７に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
ーリング剤組成物がさらに、セリシン及び可溶性有機ポリマーを含む、シーリング剤組成
物。
【請求項９】
　請求項８に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
ーリング剤組成物が、０．１－３重量％再沈殿キトサン粒子、０．１－１重量％の固体キ
トサン粒子、０．１－４重量％のセリシン及び可溶性有機ポリマー及び０．１－５重量％
のカオリン粒子、固体シリカ粒子及び固体コロイドシリカ粒子を含む、シーリング剤組成
物。
【請求項１０】
　請求項９に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
ーリング剤粗生成物の粘度が５０－１０００ｍＰａであり、前記シーリング剤組成物がｐ
Ｈ８－１０である、シーリング剤組成物。
【請求項１１】
　請求項９に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記タ
イヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物が、－３０℃、３０℃及び７０℃で機
能し、一週間を超える静置でも沈積は無視できる程度である、シーリング剤組成物。
【請求項１２】
　請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
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ーリング剤組成物が、アンモニア及び毒性化学物質を含まない、シーリング剤組成物。
【請求項１３】
　請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物であり、前記シ
ーリング剤組成物が、数秒でタイヤパンクをシールでき、高い再現性で４８時間を超えて
タイヤをシールでき、その適用後には容易に水洗して汚れを落とすことができる、シーリ
ング剤組成物。
【請求項１４】
　請求項１に記載のタイヤパンクをシールするためのシーリング剤組成物を製造するため
の方法であり、次のステップ：
　Ｓ１；固体粒子を化学的方法で溶解し、液体媒体中に分散された変形可能なゲル材料を
制御して形成させ、
　Ｓ２；種々の固体粒子を前記ゲル分散物に、制御下で効果的な混合方法により添加し、
及び
　Ｓ３；添加剤を前記シーリング剤組成物に添加する、方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はタイヤパンクシーリング剤に関する。前記シーリング剤は生体材料を含み、こ
れはパンクをシールするための柔軟材料であり、また前記シーリング剤の不溶性粒子がシ
ーリング性を改良する。前記タイヤシーリング剤組成物は、環境に優しく、非毒性かつ効
果的である。
【背景技術】
【０００２】
　タイヤは、時々道路上などの釘や石などの硬い物体によりパンクする。パンクしたタイ
ヤは、パンクにより空気が漏れたものである。自動車が特に高速道路を走行中にパンクす
ることで、空気がもれたタイヤは重大な事故を引き起こし、運転者に重大な肉体的損傷を
与える恐れがある。さらに事故は、時として自動車運転者が高速道路上でパンクして空気
のもれたタイヤを交換しようとする際にも起こり得る。
【０００３】
　液体タイヤシーリング剤は、タイヤが運転中にパンクする際に一時的なシールをするた
めに使用される。これによりタイヤがパンクした後でも運転者が運転を続けて助けを求め
ることができる緊急方法を提供し、タイヤパンクにより引き起こされる重大な事故を避け
ることができる、というものである。
【０００４】
　一般的に、液体タイヤシーリング剤は、シーリング材料、タッキファイヤ（粘着性付与
剤）及び溶媒を不凍剤とともに含む。通常のシーリング材料には、ラテックス、ブチルゴ
ム及び種々の粒子が含まれる。タッキファイヤは粘着性を増加させる化合物である。タイ
ヤシーリング剤に使用される通常のタッキファイヤは樹脂化合物である。エチレングリコ
ール及びプロピレングリコールなどの不凍剤は、タイヤシーリング剤の凍結温度を低下さ
せ前記シーリング剤が運転環境の低温度で凍結することを防止するために使用されるもの
である。
【０００５】
　タイヤシーリング剤の初期段階では、ＵＳ特許Ｎｏ．４１１６８９５及び４４２６４６
８に記載されるように、ブチルゴム及びラテックスがシーリング目的の主成分に使用され
ていた。架橋剤（即ち有機金属触媒）が適切に機能させるために必要であったにで、シー
リング性能は触媒量に大きく依存するものである。これらの組成物の欠点は、不安定な性
能、短い棚寿命、使用後の洗浄が難しいこと及び硬化工程が必要であること、などである
。
【０００６】
　ＵＳ特許Ｎｏ．４３３３２２及び４５８８７５８には、タイヤシーリング剤のさらなる
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開発物が記載されている。前記特許は、バルブオープンタイプシーラント剤の主成分とし
て、アスベストファイバ、エチレングリコール及び洗剤が開示されている。アスベストフ
ァイバは発癌性であり、エチレングリコールは環境毒性であることがよく知られている。
【０００７】
　環境問題に照らし、非石油系で環境により安全なタイヤシーリング剤が開示されている
（ＵＳ特許Ｎｏ．５０５９６３６）。この処方物では、基本ゴムに加えて小麦粉が添加さ
れている。亜硝酸ナトリウムが長棚寿命のために保存剤として使用されている。一方で、
水溶性シーリング剤液の凍結温度はグリコール化合物の代わりにカルシウム塩を添加する
ことで低下させている。唯一の欠点は、このシーリング剤を適用する前にバルブコアを取
り除かなければならないということである。
【０００８】
　水系タイヤシーリング剤の代わりに、有機溶剤を含む組成物が開発され（ＵＳ特許Ｎｏ
．４９０２４２及び５６４８０６）、ハロゲン化化合物及びアセトンなどの他の有機溶媒
を用いるものであるが、これはこれらの高いシーリング性能であるにも拘わらず強い環境
毒性がある。
【０００９】
　一方で、他のシーリング剤組成物がＵＳ特許Ｎｏ．５７７２７４７に開示されている。
「ログジャム」と呼ばれるメカニズムに基づく機能のシーラント剤である。実際には、セ
ルロース、キサンタンガム、カルボポールポリマー、ウール、ナイロン、珪灰石及び他の
平面板状粒子を含む粒子混合物が水系溶媒中に分散されたものである。タイヤのパンクは
この粘着性媒体中の繊維性材料により埋められ、この粘着性はポリグリコールの添加によ
り調節される。このシーリング剤の凍結温度を下げるためにプロピレングリコールが添加
されている。色素、保存剤及び腐食防止剤などの他の成分が添加されている。
【００１０】
　類似の機能メカニズムを持つ、表面活性化基本ゴム、スチレンブタジエンラテックス、
多糖類キサンタンガムを含む組成物が開示されている（ＵＳ特許Ｎｏ．５８５６３７６）
。それにも拘わらずこれはまたバルブオープンタイプのシーラント剤である。
【００１１】
　ＵＳ特許Ｎｏ．６０１３６９７に開示されたものは、ベントナイト及びマイカが組成物
の主成分である。これらの粒子がパンクを塞いでさらに空気が漏れることを防止する。バ
ルブスルータイプシーラント剤は環境に安全であり迅速シーリング性能を持つ。しかしな
がら、クレイ小粒の沈殿や凝集がこのシーリング剤の主な問題点である。
【００１２】
　天然有機材料を用いるログジャムメカニズムに基づく他の開発には、ＵＳ２００２／０
０７７３９１が挙げられ、これは切り刻まれたポリエチレン、セルロース及びセラミック
ファイバが使用されている。またＵＳ２００５／０２７７７１２Ａ１が挙げられ、これは
、砂糖ダイコン、砂糖キビ、コーン及び樹木などの穀物副産物が粒子物として使用される
。また国際出願Ｗｏ２００８／０２２４０２Ａ１には、シーラント剤が、キサンタンガム
、セルロース、フュームドシリカ、ピーナッツ殻、木屑粉、茶粉末、パセリ粉、ベントナ
イト、ガム樹脂及び痕跡量の二酸化チタンを含む。またＵＳ２００７／００１５８５０Ａ
１には、セリアル穀物粒、コーン及び小麦などの植物タンパク質が用いられる。またＵＳ
２００７／０１２９４６４Ａ１では、モラッセなどの繊維性材料、即ちシュロ、砂糖ダイ
コン、コーン、大豆、リグニン、ウール、ガラスウール、綿などの使用が記載されている
。
【００１３】
　ログジャムメカニズムに基づく他の開示は主に合成材料を使用し、ＵＳ２００７／０２
０３２６０Ａ１では、ウレタンエマルジョン（合成樹脂）及びポリオールが使用されてい
る。また国際特許出願ＰＣＲ／ＡＵ２００８／００１４９９では、ポリアクリル酸ナトリ
ウム及び基本ゴムが主成分であることが開示されている。
【００１４】
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　「ログジャム」原理に加えて、他のタイプのシーリング剤は粘着性増加ラテックス分散
物に基づく。ラテックス分散物は非常に高粘度溶液であり、パンクした壁に強固に接着し
その結果空気漏れを止める。関連する特許には、限定されるものではないが、ＥＰ１３８
２６５４Ａ１、ＵＳ６９９２１１９Ｂ２及びＵＳ２００６／０１４２４２０Ａ１が挙げら
れる。しかし、ラテックス系シーラントの欠点は、使用後に掃除することが困難であるこ
と、粘着性による問題、眼及び皮膚刺激性であること、揮発性有機化合物の使用などであ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は、ログジャム原理及び粘着ゲル（ラテックス）詰まり原理の組み合わせによる
新規なタイヤ用シーリング剤を開示する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　提案されるシーリング剤は、シールの可能性と持続期間を強化するために固体粒子のロ
グジャムメカニズムと、前記固体粒子間への変形可能なゲル粒子によるゲル詰まりにより
作用する。前記組成物は、環境に優しく、タイヤのパンクに対して安全で、非毒性であり
高い効果（即ち、迅速にシールすることができる）を有する。シールされるパンク孔サイ
ズは前記シーリング剤の粒子サイズ及び固体含有量に依存する。少なくとも６．３５ｍｍ
のスパイクによるパンクをシールすることができる。これはバルブスルータイプのシーリ
ング剤であり、注入する前にバルブコアを外さないで便利に適用することができる。前記
シーリング剤は－３０℃および７０℃の間で十分機能する。前記シールは、シーリング剤
組成物により１２時間から４８時間以上維持される。適用されるシーリング剤は容易に使
用後水により洗浄される。
【００１７】
　提案されるシーリング剤組成物は溶解性及び非溶解性ポリマー性材料を含む。溶解性分
子はその原料の固体形から柔軟で変形可能な分散物へ再構成されるものである。物理的及
び化学的にその調節可能性により、パンクした部分でログジャムした粒子の粒塊境界へ滑
り込み充填され得る。これにより開示された組成物の優れたシーリング性能が与えられる
。粘着性付与剤又は他のタイプのアルギン酸ナトリウムなどのヒドロゲルを添加すること
は、シーリング剤の粘性及び変形可能な溶解性ポリマー鎖の粘着性を増加させ、パンクし
た壁に接着してジャム粒子の表面を強固に接着することができる。実際に、アルギン酸ナ
トリウムは柔軟な変形可能なキトサンゲルの粒子サイズを増加させる。プロピレングリコ
ール、塩化カルシウム及び／又は塩化マグネシウムなどの低毒性不凍剤は、水溶性液体シ
ーリング剤の凍結温度を低下させるために使用される。保存剤、腐食防止剤、硬化剤及び
着色剤などは、棚寿命及び見かけのよさを改良するために添加される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、固体及び再沈殿させたキトサンの走査電子顕微鏡イメージである。（ａ
）は固体キトサン粒子、（ｂ）は中和後の再沈殿キトサン粒子及び（ｃ）は調製されたシ
ーリング剤からの固体キトサンを含むゲルキトサンの混合物である。
【図２】図２は、異なる濃度で再沈殿させたキトサンの写真を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明によるタイヤシーリング剤組成物は、少なくとも一種類の天然由来材料を含む。
前記材料は部分的に、物理的及び化学的方法により変形可能な柔軟な分散材料に変換され
、一方残りの粒子は固体形のままである。他の固体粒子がまた、シーリング性能を強化す
るために添加され得る。前記シーリング剤の液体媒体は、水及び不凍剤を含み、シーリン
グ剤の使用温度を広げるものである。粘着性付与剤は前記溶液の粘性を増加させ、パンク
した壁への固体及び変形可能な分散固体の粘着性を改良する。腐食防止添加剤は、錆の発
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生を防止するために添加され得る。保存剤がまた、前記シーリング剤の棚寿命を長くする
ために添加されてよい。酸化亜鉛又は酸化チタンは、太陽光による分解を防止するために
添加される。付香剤又は着色剤が場合によりシーリング性能に影響することなく添加され
てもよい。
【００２０】
　好ましい実施態様において、キトサンがシーリング目的で変形可能なゲル材料として使
用される。キトサンはキチンの脱アセチル化により生成され、キチンは甲殻類の外骨格で
普通見出される。これは固体のフレークとして存在し、酸性媒体中に溶解される。前記酸
は全ての種類の酸であってよく、低毒性の点から好ましくは酢酸及び塩酸である。溶解に
先立ってキトサンを、全ての種類のアルカリ（好ましくは水酸化ナトリウム）で中和によ
り再沈殿させる。再沈殿キトサンはその原料の形状から異なる粒子構造を持つ。これは水
溶性媒体中に分散される柔軟で、やや透明で変形可能なゲル材料である。具体的なゲル粒
子サイズ及び剛性は、中和速度と溶液の最終ｐＨに依存する。図１において、固体及び再
沈殿キトサンの走査電子顕微鏡イメージが示される。キトサンは一例として示されている
ことに留意すべきである。他の類似の材料であって所与の液体媒体中でゲル材料として存
在し得る材料はまた、上で説明された込み合わされたシーリングメカニズムを持つ前記シ
ーリング剤組成物を調製するために使用され得る。
【００２１】
　好ましい実施態様において、前記シーリング剤は、０．１－５重量％の再沈殿キトサン
を含み、これは５０－５００μｍキトサン粒子を酸性条件下で溶解させることで調製され
、水溶性分散物の最終ｐＨがｐＨ７－１０の間である。図２には、異なる濃度での再沈殿
キトサンの写真が示される。
【００２２】
　前記シーリング剤組成物の水含有量は３０－６０重量％の範囲である。水は、前記柔軟
なゲルキトサン及び他の固体粒子の分散のため、及び場合により添加される種々の添加物
を溶解するための媒体を提供する。
【００２３】
　水溶性の粘度は粘着性付与剤を添加することで調節される。２つの例がアルギン酸ナト
リウムと澱粉である。これらの天然材料は水溶性溶液の粘性を調節するために使用される
。好ましい実施態様において、添加される粘着性付与剤の量は０．１－１０重量％であり
、必要とされる目標の粘度に依存する。通常、３０－５０００ｍＰａの範囲である。アル
ギニン酸ナチリウムに加えて、他の粘度調節剤を使用することができる。
【００２４】
　水溶性分散液の凍結温度は、プロピレングルコールなどの不凍剤を使用することで下げ
られ、前記シーリング剤組成物の適用範囲を広げることができる。好ましい実施態様にお
いて、シーリング剤組成物は３０－９０重量％のプロピレングリコールを含む。凍結温度
は通常、５０－６０重量％のプロピレングリコールの使用により－３０℃へ下がる。１－
１０重量％の塩化カルシウム又は塩化マグネシウムなどの無機不凍剤もまた好ましい実施
態様において使用され得る。
【００２５】
　ヒドロゲル（柔軟、変形可能なキトサン粒子）に加えて、固体キトサン粒子がシーリン
グ剤成分として０．１－５重量％（最も好ましくは１－３重量％）の量で存在する。固体
粒子キトサンの粒子サイズは１０－３００μｍ（好ましくは５－５０μｍ）である。固体
粒子は、パンクした部分にロクジャムメカニズムにより蓄積される。ジャムされた粒子に
より形成された詰り部は、溶液内の柔軟な変形可能なキトサン材料と組み合わされて前記
パンク部分に優れたシーリング性能を与えることとなる。柔軟な変形可能なキトサン及び
固体粒子キトサンは共に同じ原料から由来するものであり、シーリングメカニズムのおけ
るこれらの整合性は非常に優れたものである。
【００２６】
　シーリング剤中の固体粒子成分として、キトサン材料に限定されるものではない。他の
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固体粒子であって、サイズが０．１μｍから３００μｍの範囲であればこの実施態様で使
用される。以下の例で、カオリナイト、シリカ、珪灰石、珪藻土、マイカ、メソポーラス
シリカ及びコロイドシリカなどがシーリング剤製造及びシーリング性能を説明するために
使用される。前記粒子は、より高い密度を持つ粒子も使用され得るが、好ましくは、沈降
速度を下げるために比重が１．５未満である。さらに、ベントナイトの０．０５－３重量
％が、シーリング剤中での沈降及び沈積の問題を防止するために使用される。
【００２７】
　亜硝酸ナトリウムなどの保存剤が０．１－５重量％の範囲でまたシーリング剤に添加さ
れ、シーリング剤組成物中に保存剤として用いて棚寿命を５年以上伸ばす。
【００２８】
　腐食防止剤が０．１から３重量％の範囲で含まれ、タイヤ内部の錆生成を防止するため
に添加される。
【００２９】
　調製されたシーリング剤の粘度及びｐＨは３０－５０００ｍＰａ及び７－１１の範囲で
ある。シーリング剤は、柔軟変形可能なキトサンゲル粒子及び粘着性付与剤がベントナイ
トと共に存在することから２４時間以内ではほとんど沈殿は生じない。前記シーリング剤
は保存剤により５年間はその適切な機能を維持する。
【００３０】
　使用に際しては、前記シーリング剤が高圧（好ましくは３－７バール）でホースを通じ
て、バルブコアを外して（又は外さずに）タイヤ中に注入される。パンクがない場合には
シーリング剤液は、物理的及び化学的変化を受けることなくタイヤ中で回転し続ける。さ
らに、シーリング剤はタイヤ内部に効果的に広がり、肩の部分でパンクが生じた場合でも
シールすることができる。
【００３１】
　シーリング剤性能は次のように試験される。即ち、調製されたシーリング剤の３００ｍ
ｌを１６５／６０Ｒ１４古タイヤへ、ホースを通じて高圧（好ましくは３－７バール）で
、バルブコアを外さないで注入する。留意すべきは、注入シーリング剤の容量は３００ｍ
ｌ未満であってよいということである。しかしこの値は試験用のベンチマークとして使用
されるものである。その後タイヤを５分間特別製の装置により回転させる。このタイヤに
通常は６．３５ｍｍスパイクを用いて回転の前又は回転中にパンクさせる。他のサイズの
スパイクもまた試験できる。タイヤを金属棒で実際のタイヤに負荷される重量をシミュレ
ートするために抑えつつさらに５分間３００ｒｐｍで回転させる。タイヤを、パンク箇所
が上に向くように静止させる。パンク箇所からの空気漏れを、毎時間石鹸水を用いてチェ
ックする。この試験に合格した後、前記シーリング性能を自動車による実際の道路上試験
により確認する。
【実施例】
【００３２】
以下本発明に基づくいくつかの実施例につき説明する。しかし本発明はこれらの実施例に
限定されるものではない。
【００３３】
　実施例１（ＰＤ－１０）
　シーラントＡは、３０－５０重量％の水、５０－６５重量％のプロピレングリコール、
０．１－５重量％の再沈澱キトサン粒子、５重量％のグリセリン、０．１－２重量％のア
ルギン酸ナトリウム及び０．０１－２重量％の固体キトサン粒子からなる。調製されたシ
ーリング剤の粘度は３０－５００ｍＰａの間であり、溶液のｐＨは８－１０であった。こ
のシーリング剤は６．３５ｍｍのスパイクによるパンクを４８時間シールすることができ
た。このシーリング剤は－３０℃、３０℃及び７０℃で機能した。さらに、このシーリン
グ剤は１週間を超えて静置保存しても沈積はほとんど無視出来る程度であった。
【００３４】
　実施例２（ＰＤ－１０ＲＭ－１）
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　シーラントＢは、３０－５０重量％の水、５０－６５重量％のプロピレングリコール、
０．１－０．３重量％の再沈澱キトサン粒子、０．１－２重量％のアルギン酸ナトリウム
及び０．０１－０．５重量％の固体キトサン粒子からなる。この組成物はまた、カオリン
、シリカ及びコロイドシリカを含む０．１－５重量％の固体粒子を含む。調製されたシー
リング剤の粘度は５０－８００ｍＰａの間であり、溶液のｐＨは８－１０であった。この
シーリング剤は６．３５ｍｍのスパイクによるパンクを４８時間シールすることができた
。このシーリング剤は－３０℃、３０℃及び７０℃で機能した。さらに、このシーリング
剤は１週間を超えて静置保存しても沈積はほとんど無視出来る程度であった。
【００３５】
　実施例３（Ｒ－４）
　シーラントＣは、３０－５０重量％の水、５０－６５重量％のプロピレングリコール、
０．１－３重量％の再沈澱キトサン粒子、０．１－２重量％のアルギン酸ナトリウム及び
０．０１－０．５重量％の固体キトサン粒子からなる。この組成物はまた、カオリン、シ
リカ及びコロイドシリカを含む０．１－５重量％の固体粒子とともに、０．１－４重量％
のセリシンと他の溶解性ポリマーを含む。調製されたシーリング剤の粘度は５０－１００
０ｍＰａの間であり、溶液のｐＨは８－１０であった。このシーリング剤は６．３５ｍｍ
のスパイクによるパンクを４８時間シールすることができた。このシーリング剤は－３０
℃、３０℃及び７０℃で機能した。さらに、このシーリング剤は１週間を超えて静置保存
しても沈積はほとんど無視出来る程度であった。
【００３６】
　実施例４（ＡＳ２－ＦＳ２）
　シーラントＤは、３０－５０重量％の水、５０－６５重量％のプロピレングリコール、
０．１－５重量％のアクリル系ゲル、０．１－３重量％の再沈澱キトサン粒子、０．１－
２重量％のアルギン酸ナトリウム及び０．０１－０．５重量％の固体キトサン粒子からな
る。この組成物はまた、カオリン、シリカ及びコロイドシリカを含む０．１－５重量％の
固体粒子とともに、０．１－５重量％のアクリル系糊を含む。調製されたシーリング剤の
粘度は５０－１０００ｍＰａの間であり、溶液のｐＨは８－１０であった。このシーリン
グ剤は６．３５ｍｍのスパイクによるパンクを４８時間シールすることができた。このシ
ーリング剤は－３０℃、３０℃及び７０℃で機能した。
【００３７】
　実施例５（ＮＯＳＡ２１）
　シーラントＥは、３０－５０重量％の水、５０－６５重量％のプロピレングリコール、
０．１－５重量％のアクリル系糊、０．１－３重量％の再沈澱キトサン粒子、０．０１－
０．５重量％の固体キトサン粒子からなる。この組成物はアルギン酸ナトリウムを含まな
い。調製されたシーリング剤の粘度は５０－１０００ｍＰａの間であり、溶液のｐＨは８
－１０であった。このシーリング剤は－３０℃、３０℃及び７０℃で機能した。
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